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１ 令和２年度校内研究の概要 

 

（１）研究テーマ（３年次研究の３年次目） 

「主体的・対話的で深い学び」を実現する指導の

在り方 ～ 教科等横断的な視点に立った資質・

能力の育成 ～ 

（２）研究の目的 

 評価規準表の検証を行うとともに新学習指導要

領の実施に向けた学習内容の見直しを教科等横断

的な視点から行うことで、「主体的・対話的で深い

学び」の実現に資する。 

（３）研究の内容 

① 前年度の研究成果の検証と充実（評価規準表

の手直し）を図る。 

② 題材（単元）計画の枠組みを検討し、思案を

作成する。 

③ 新学習指導要領に対応できるよう、学習内容

の見直しを行う。 

④ 「生徒が課題に気づき、対応する力」を育て

ることに焦点を当てた研究授業及び授業研

究会を開催する。 

⑤ 「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて

研修会を開催する。 

（４）令和２年度の主な実践 

・第１回全校研究会・第１回全校研修会（４月） 

前年度研究の成果と課題の確認及び令和２年

度研究の方向性の検討 

   「主体的・対話的で深い学び」について、岩

手県の「確かな学力育成プロジェクト及びいわ

ての授業づくり３つの視点プロジェクト」を参

考に研修 

・第２回全校研究会・第２回全校研修会（５月） 

今年度研究の進め方について検討 

研究授業指導案の作成及び「生徒が課題に気

づき、対応する力」を育てることに焦点を当て

た授業のポイントについての研修 

・第１回全校授業研究会（７月） 

「生徒が課題に気づき、対応する力」を育て

る授業に着目した学習指導案による研究授業及

び授業研究会（「流通・サービスⅠ」） 

・第３回全校研修会・教務部主催（７月） 

  学校づくりワークショップ。できることから

の学校づくりについて（カリキュラムマネジメ

ントの視点から） 

・第２回・第３回全校授業研究会（９月） 

「生徒が課題に気づき、対応する力」を育てる授業

に着目した学習指導案による研究授業及び授業

研究会（「家政Ⅱ・Ⅲ」、「農業Ⅱ・Ⅲ」） 

 

 

 

 

 

・第３回全校研究会（10月） 

前期研究の成果と後期に向けた課題の確認 

・第４回全校授業研究会（12月） 

「生徒が課題に気づき、対応する力」を育て

る授業に着目した学習指導案による研究授業及

び授業研究会（「工業Ⅱ・Ⅲ」） 

・第４回全校研究会（12月） 

年間題材表、教科等横断的な視点で育成する

資質・能力の関連表の検討、今年度研究のまと

めの方向性に関する検討 

 ・第５回全校研究会・第１回研修報告会（２月） 

   専門教科・共通教科の実践のまとめ 

資料による研修報告 

 ・第６回全校研究会（３月） 

   今年度研究のまとめと次年度の研究について 

 

２ 令和２年度 寄宿舎研究の概要 

 

（１）研究テーマ 

一人ひとりの可能性の伸長と働く力の育成の

ための生活支援の実践 

～自ら課題に気づき、対応する力を育てるため

の個に応じた支援の充実～ 

（２）研究の目的 

生徒が自ら課題に気づき、課題に向かって主

体的に取り組む方法としてルーブリックを活用

し、個に応じた支援の充実を図る。 

（３）研究内容・方法 

・ルーブリックの作成と実践・評価 

・チェックシート等の内容を共有し、学校、家庭

との連携を図る。 

・生徒の実態を共有し、事例を通し支援のあり方

について検討する。 

 

３ 高教研講演会（講演及び演習） 

 

演 題：「ぐんぐんおがる子どもたちのために私た

ちができること～認知が育てば子は育つ。

認知トレーニングのすすめ～」 

講 師：阿部 千賀子 氏（岩手県教育委員会スク

ールカウンセラー、臨床心理士、コグト

レ研究会会員） 

期 日：令和２年７月 29日（水） 

会 場：岩手県立盛岡峰南高等支援学校  

会議室・職員室 

参加者：70名 

 

４ 刊行物 
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